
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１７」本選解答

Ｓ市にある伊達パン屋は，クロワッサンの専門店です。

店には，クロワッサンを焼く機械が，Ａ，Ｂの２種類あります。

機械Ａは一度に１１個のクロワッサンを８分で焼き上げます。機械Ｂは一度に１６個のクロ

ワッサンを，１１分で焼き上げます。残念なことは，一方の機械を使っているときは，もう一

方の機械は使うことができないことです。

さて，１時間３０分で最大何個のクロワッサンを作ることができるか求めなさい。

機械Ａは８分で１１個焼けるので，１１回使った場合，つまり８８分間で，

１１（個）×１１（回）＝１２１（個） 作ることができます。

機械Ｂは１１分で１６個焼けるので，８回使った場合，つまり８８分間で，

１６（個）×８（回）＝１２８（個） 作ることができます。

同じ時間（８８分間）では，機械Ｂの方がたくさん焼き上げることができるので，機械Ｂをできる

だけ長く使った方がよいことが分かります。

機械Ｂを９回使うと，９９分後にできあがることになるので，１時間３０分（９０分）を超えてし

まいますから，最大８回使えます。

機械Ｂを８回動かし８８分使うと，１２８個できあがります。このとき，時間は２分余ってしまい，

機械Ａは使っていません。

では機械Ｂを７回動かした場合はどうなるでしょうか。

機械Ｂ １１（分）×７（回）＝７７（分） 残りは９０（分）－７７（分）＝１３分

１３分残っているので機械Ａを１回動かすことができ，１３（分）－８（分）＝５（分）余ります。

作ることができる数を確かめると，

機械Ｂでできるクロワッサンは １６（個）×７（回）＝１１２（個）

機械Ａでできるクロワッサンは １１（個）×１（回）＝ １１（個）

合わせて，１１２＋１１＝１２３（個）で，先ほどよりも少なくなってしまいます。

では機械Ｂを６回動かすとどうでしょう？

機械Ｂを６回動かして，６６分後に

１６（個）×６（回）＝９６（個）できあがります。

残り時間は，９０（分）－６６（分）＝２４（分）ありますから，

機械Ａは，２４（分）÷８（分）＝３（回）動かせます。しかも時間に余りはありません。

機械Ａは１１個作れるので，３回動かすと，

１１（個）×３（回）＝３３（個）できます。

全部で，９６（個）＋３３（個）＝１２９（個）できたことになります。

以上から，答えは１２９個です。

（答え） １２９個

問題８


